








〔1〕研究目的 

昭和 18 年母子手帳が母子健康法にもとづいて交付され始めてから 40 年。この間何度かの

改訂がなされ,最近では昭和 51 年に母子健康手帳のかなり大幅な改訂がなされた。その後

も時代の変遷とともに,改訂の要望があちらこちらから出され,ごく一部ではあるが,例え

ば先天代謝異常スクリーニングテストの項目や,昭和 55 年度の乳幼児身体発育値等が書き

加えられたり,改められたりした。 

学童健康手帳との関連に於て,関連づけられるに越した事はないが,母子健康手帳を紛失し

てしまうものや,或は記録もれが多くて役に立たない,離婚再婚親子関係に問題のある家庭

がふえて来て,母子同一の手帳の困難性の問題等も提起されて来た。 

これ等をふまえて,前回改訂後そろそろ 10 年になるので,更に利用しやすくする為にはど

うしたらよいか,本年は幼稚園保育園に於ける利用度の調査にしぼって研究をすすめた。 


